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日本の富山県や石川県にもカドミウムの汚染があり、私は長らく、その研究に携わって
きました。今までの日本の汚染地域での経験やデータの蓄積を踏まえてタイとの共同研究
をやっておりますが、タイの汚染地域では、日本と異なった健康リスクを認めましたので、
報告します。

【ポスター -1, 2】
カドミウムは米に蓄積することが、

よく知られています。日本、特に北
陸は稲作地帯ですし、タイの汚染地
もメーソットというミャンマー寄り
のところにある、稲作で非常に有名
なところです。山沿いに鉱山があっ
て、そこから川が流れていて、それ
が水田を潤している。そして汚染が
流域に広がってしまったというわけ
です。そういった日本と共通の面が
あるのですが、タイの方は20年ぐら
い前から鉱山ができたということで、
まだ歴史が浅いところです。

ですから、汚染状況の調査が始まっ
たのは2001年からです。調べてみま
すと、土壌の80%以上が高濃度汚染
レベルであるとか、米や大豆も80％
から100％、汚染されているというこ
とが分かりました。ただし、汚染の存
在が分かったのも新しく、日本のよ
うに大正時代からずっと汚染があっ
たというのとは、歴史的に少し異なっ
ているわけです。
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【ポスター -3】
タイ政府、メーソットの地域総合

病院、あるいはチェンマイ大学との
共同研究で、そこの住民の健康を調
べました。暴露の指標として尿中の
カドミウムと血中のカドミウムおよ
び尿中のメタロチオネインを調べま
した。このメタロチオネインという
のは一つの腎障害の指標でもありま
すけれども、暴露を受けたときに肝
臓で作られるタンパクで、暴露の生
体反応の指標であると言われていま
す。

今回はそれを測って、カドミウム暴露との量反応関係があるかどうか、あるいはどう
いった人たちが高い値を示すかということを明らかにしました。

【ポスター -4】
この表は、農業をしているかどうかでの暴露指標の違いを示しています。稲作地帯です

ので農業をしている人が多いのですが、調べてみると、そうでない人も意外といらっしゃ
いました。結果はTable 1に示しまし
たように、特に全体では女性の方で
すけれども、農業の方に尿中カドミ
ウムが高い、あるいは血中カドミウ
ムも高いということがわかりました。

また、腎障害が、まだ顕著になっ
ていない方でも、カドミウムは全体
に高く、特に農業の方で高いことが
分かりました。また、尿中メタロチ
オネインと暴露指標との相関に関し
ても、やはり農業の方では有意な相
関が見られました（Table 2）。

【ポスター -5, 6】
さらに、尿中メタロチオネインと尿中カドミウムとの関連に、血中カドミウムの与える

影響を検討した結果をFig. 1に示しました。男女ともに有意な関係がありますが、特に女
性で、血中カドミウムが高くて、今現在進行形の暴露量が多い方の尿中メタロチオネイン
が高くなっているということが分かりました。

さらに、量反応関係を明らかにするためにプロビット解析を行い、メタロチオネインの
陽性率と尿中カドミウムの関係をFig. 2に示しました。Table 4には、尿中メタロチオネイ
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セッション 2  / ポスターセッション

ンが陽性となる尿中カドミウムの閾
値を、色々検討した結果を示してい
るのですが、それで見ますと、やは
り農業か否かとか、年齢とか、男女
によっても違いがあるということが
分かります。

ということで、カドミウム暴露程
度は高度ですけれども、日本より少
し腎障害の程度は軽いと言いますか、
典型的な腎尿細管障害に至っていな
いケースも多いタイの汚染地域です
が、タイの汚染地域においても、尿
中メタロチオネインはカドミウムに
よる生体反応を示す有効な指標であ
ると思われます。

【ポスター -7, 8】
次に、他の健康指標を日本とタイ

で比較しました。尿中のメタボロー
ム（代謝産物）をガスクロマトグラ
フィー質量分析装置（GC-MAS）で分
析し、その結果を、判別分析でケー
ス（典型的慢性カドミウム中毒例）と
コントロール（性年齢の一致した健
常者）のメタボロームの尿中排泄量を比較しました。その結果、日本のケースでは、尿中
のアミノ酸やTable5-Jに示した代謝物が、ケースとコントロールを分けるのに有効な指標
であるという結果が出ました。しかし、Table5-Tに示しましたように、タイ人での解析で
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は日本人とは異なり、尿中クエン酸がケースとコントロールを判別するのに有効という結
果が出ました。クエン酸というのは、尿路結石に非常に関わりの深いものでして、クエン
酸が下がると尿路結石ができやすくなります。カドミウムの健康影響としては、結石が増
加することも報告されておりますが、イタイイタイ病に代表されるように日本では骨との
関係は有名ですけれども、結石の増加はあまり明らかではありません。しかし、タイの汚
染地住民の場合は、結石の増加が大きな地域の特徴となっていて、健康指標が日本とは異
なっていることが分かりました。

【ポスター -9】
ということで、日本とタイの汚染地

域は共通点もありますけれども、健康
指標の違いも見つかりました。本研
究で得られた成果を基にして、今後、
タイのカドミウム汚染地域での健康
管理について現地医療関係者や住民
に提言していけたらと考えています。

質疑応答

　座長：　この違いというのは体質の違いと考えていいのですか。そうではないのですか。

　西条：　日本人では尿路結石自体がタイほど多くないということがあります。カドミウ
ムと関係無しに、元々タイの人の方が、結石ができやすいというエスニックな体
質の違いも一つあると思いますが、もう一つは、タイの汚染がまだ新しくて、カ
ドミウムは高いのですけれども、腎障害がそれほど進んでいないという、フェー
ズの違いもあるかなと考えています。

　会場：　日本の現状についておうかがいしますが、今、富山のカドミウムはお米には出
ているのですか。

　西条：　日本の汚染地域では稲作は禁止されていますので、お米自体はコントロールさ
れていると思います。また、富山県では土壌復元が去年ぐらいで終わったところ
だと思いますので、富山のお米は大丈夫ではないかと思います。
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　会場：　昔鉱山があって、それの復元というのは、何か埋めたりとかしたのですか。

　西条：　鉱山があるのは岐阜県で、汚染地が富山県にあるのです。富山の場合は、田ん
ぼの汚染に関しては、表層土壌を下に埋めて天地逆にして、その上に新しい土を
持ってきて、土壌の改良を行っています。

　座長：　もちろんタイにカドミウムについて法規制はあるのでしょうね。

　西条：　まだ整備されつつあるところだと思います。

　座長：　そういう意味では、タイにとってもとても重要なデータになりますね。

　西条：　重要なデータだと思います。
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